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松

江

春

次
シ

ュ

ガ

ー

（

一
G。

刈

　

い

ま
も、

サ

イ
。

h

ン

島
ガ

ラ
パ

ン

公
園

に

屹

立
す
る

銅
像
ー1、

現

地
で

「

シ

ュ
ガ

ー
・

キ

ン

グ

の

像
」

と

呼
ば
れ、

か

の

サ

イ
パ

ン

皀凹
激
戦
の

さ

な

か、

マ

ッ

カ

：

サ

ー

が

「
こ

の

縁
だ

け
は

壊
す
な
」

と

指
令

し
た

と

伝
え

ら

れ

る

南

洋
の

開

拓
者
松

江
春

次
往
年
の

雄

姿

で

あ

る
。

　

　
元

会
津

藩
士

の

次
男、

蔵

前
に

学
ふ

　

松

江

は、

明

治
九
年
］

月

十
五

日、

元

会

津
藩

上

松

江
久
平、

の

ぶ

夫

嬬
の

次

男
と

し

て

会

津
若

松
に

生
ま
れ

た．．

父
久
平

は

会
津

武
士
の

典

型
的
性

格
を
も
つ

男
で．

大

酒

家

の

彼
は、

夕

餡
の

卓
で

濁
酒
を
酌
み

な

が

ら
、

戊
辰
の

役
を

語
り
（
朱

雀
隊
の

参
謀
格

で

あ

っ

た
）

西
南
の

役
を
語

り

翕
鱒

里

を

抜

け

出

て

従

軍

し、

功
績
を

挙
げ

た
）

そ

れ

が

や

が

て

政

治
の

持

論
へ

と

進

展
し

て

行
っ

た
。

こ

の

父
の

血

を

受

け
た

兄

弟
で

あ
る。

後
に

兄

豊

寿
は

陸

軍

少

将、

退

役
後
に

会
津

若
松
市

長
と
な

る
。

弟
春

次
は

兄
に

劣
ら
ぬ

酒

豪、

軍

人
へ

の

夢
は

果

た

せ
な

か
っ

た
が、

後
年

彼

が

南
方

の

軽

綸
に

か

け
た

活
躍
は

多
分
に

政

治
的
色

彩

を

も

つ

に

至
っ

た．、

　

さ
て
、

松
江

は

中

学
卒

業
後、

二

度
に

わ

た
っ

て

陸
士
の

入

試
に

挑
戦

し
た

が、

当

時

は

体
調
に

恵
ま
れ

ず
失

敗、

両
親
と

も
ど
も

負
け
ず

嫌
い

の

彼
を

悲
し
ま
せ

た

が、

後

年

彼
が
宴
席

で

そ
の

音

痴
ぶ

り

を

発
揮

す
る

の

は、

き
ま
っ

て

「
日

清
談
判

破
裂
し

て、

品

川

乗
り

出
す
東

艦」

だ

っ

た
の

は、

当
時
の

心

境
の

名
残
り

で

あ

ろ

う。

軍

人
へ

の

志
望

を

絶
た

れ

た

松
江

は
、

翻

然
結
い

術

家
へ

の

道

を

選
ん

で

上

京、

東
京
高
等
工

業
学

校
に

入

学、

当

時
名

校
長
と

う
た

わ

れ

た

手
島
精
一

の

訓

育
を

受

け、

明

治

三

十
二

年

製

品

科

（
後
の

応

用

化
学
科）

を

卒

業
し
た

。

緩
に

賢
夫
人

と
い

わ

れ
た

彼
の

妻
ふ

み
は、

こ

の

手

島

校．
長
の

次
女
で

あ
る。

　
蔵

前
で

の

学

業
を

終
え

た

松

江
は、

大
日

本

製

糖
に

入

社、

大
阪
工

場
に

勤

務
中、

農

商
務
省
の

海
外

実
業
練
習

生
試

験
に

合
格、

日

糖
か

ら

は

海
外

遊
学
を

命
ぜ

ら

れ

た

の

で

ア

メ

リ
カ

に

渡

り、

ル

イ

ジ

ア

ナ

大

学
に

入

学、

明
治
三

十
八

年

同
校

砂
糖

科
を

卒
業、

マ

ス

タ

ー

・
オ

ブ
・

サ

イ

エ

ン

ス

の

称
号
を

授

与
さ

れ

た
。

そ
の

後
も

引

き

続
き

ア

メ

リ

カ

で

の

実
習
と

見
学、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

で

の

糠

業

視

察
を

経
て、

同
四

十

年
に

帰

朝
し
た。

　

　
大

日

本

製
糖
で

角
砂
糖
に

取

り

組

む

　
日

糖
大
阪
工

場
に．
戻

っ

た

松

江
は

工

務
長

に

就
任
、

ま

ず

角
砂

糖
の

製
造

に

取
り
組
み、

明

治
四

十
】

年

そ
の

製
晶

化

に

成
功

し
た
。

現
在
わ

が
国
の

角
砂

糖
は
、

世
界
に

比
類
の

な

い

芸

術
品
と

い

わ

れ

る

が、

こ

の

製
法

に

先
鞭
を
つ

け
た

の

は、

三

十

二

畿
の

こ
の

松

江
青
年
で

あ
．

た
。

当

時
斬

婚
早
々

の

彼
か、

大
阪
に

居

を

構
え

た

と

き、

新
妻
に

渡

し

た

蟇
目

の

中

味
は

三

円
二

十

銭。

こ

れ

で

は

新

妻
も

実
家
に

泣
き
つ

か

ざ

る

を

得
な

か
っ

た

が、

月
給
七

十
五

円
と

い

う
高

給
はけ、
r

ど
に

消
え

て

し

ま
っ

た

の

か
。

角

砂

糖
の

研
究
に

使
っ

た

と

も、

酒

代
に

か

わ
っ

て

し

ま
っ

た

と

も

彼
は
語
っ

て

い

な

い
。

　

そ
れ

か

ら
二

年

後、

突
如

と

し

て

「

日

糖

事

件
」

が

発
生、

経
営

主
脳
は

逮

捕
さ

れ、

酒
匂
常

明
社
長

は

自

殺、

会
社

の

機
能
は

麻

痺
し

て

し

ま
っ

た
。

時

に

工

場

長
の

職
に

あ
っ

た

松
江
は、

自
ら
の

施
策
と

奔
走
に

よ

り、

大

阪
τ

場

独
自
で

操

業
を

継

続、

そ
の

危
機
を

乗

り
越
え、

こ

こ

に

は

じ

め

て

事
業

家
松

江
の

片
鱗
を
の

ぞ

か
せ

た

の

で

あ
る。

し
か
し、

藤
山
雷
太

が

次
期
社
長
に

就
任

し、

企

業
再

建

の

目
途
が

立
っ

た

の

を
機

会
と
し

て、

そ
の

職
を

辞
し
日

糖
を
去
っ

た。

　

　

台
湾

で

の

製
糖
事

業
を

担
当

　

内
地

に

お

け

る

精
製

糖
事
業
に

飽

き
た

ら

ず、

台
湾

で

の

製
糖
事

業
へ

の

転

進

を
め

ざ

し

て

日

糖
を

去
っ

た

松

江
は、

斗
六

製

糖
の

設

立
に

参

画、

明

治
四

十
三

年

同
社
の

創
立

と
と
も

に

専
務

取
締
役
に

就
任。

し
か

し、

そ
の

好

業
績
が

仇
と

な
っ

て

株

式
の

買

占
め

に

あ
い
、

大

正

四
年

東．
庫
製
糖
に

合
併
さ

れ

た

の

で

直
ち
に

辞

任、

い

っ

た

ん

は

帰

京

し

た

が、

問
も
な

く

新
高
製
糖
に

招
か

れ

て

軽

営
に

加
わ

り、

大
阪
工

場
を

建
設
し

て、

同

社
内
地
に

お

け
る

ド

ル

箱
工

場
た

ら
し

め

た
。

さ

ら

に
、

大
正

六
年

常

務
取
締

役
に

就

任
し

て

台

湾
事
業
一

切
の

経

営
を

担
当、

同
社
の

事
業
を

飛
躍
的
に

拡

大
し、

配

当
率
二

〇
割

と
い

う

業
績
を

挙
げ

た

が、

同
社
箏

業
地
の

環
境
か
ら

将
来
を

危
倶

す
る

松
江
は、

高
島

小
金
冶

社
長
に

対
し、

度

々

南

洋
糖
業
へ

の

進
出
を
前

提
と

す
る

調
査

員
の

派
遺
を
進

言

し
た

が

許
さ
れ

ず、

決
然

職
を

辞
し
て

東
京

に

去
っ

た
。

な

お
、

こ

の

新
高

製
糖
は、

そ

の

後
松
江
の

危
倶
が

適
中

し

て、

業
績
は

下

降
の
｝

逐
を

た

ど
り、

松

江

が

主

宰
す
る

南

洋
興
発
の

業
績
が
最

盛
期
を

迎
え

る

昭
和
十

年、

日

糖
に

合
併
さ

れ

て

消

滅
し

た
。

　

　
「

南

興
」

を

創
立

、

ト

ッ

プ

に

　

大
正

九
年

台
湾
の

事

業
と

快
別
し

た

松
江

は、

翌
十
年
二

月、

自

己
の

信

念
を
実

垉
に

た

し

か

め

る

た

め、

サ

イ

パ

ン

。
テ
ニ

ア

ン

に

渡
り、

第
一

次
大
戦

後
の

財

界
恐

慌
に

よ

り

倒
産

し
た

サ

イ
パ

ン

穂
業
の

先

発
会

社
、

西
村

拓
殖
。
南
洋

殖
産
の

棄
民

約

千
名
の

惨

状
を
目

撃
す
る

と

と

も
に
、

両

島
の

糖

業

開

発
に

確

信
を

も
つ

に

至
っ

た
。

次
い

で

同
年

八
月、

海
軍

民
政
部
の

要
請
に

応

え

て、

群

島
の

窮
状
を

打
開

す
る
た
め

国
策
会

社
東

洋

拓
殪
が

派

遣
し
た

調
査
団
に、

同

社
総
裁
の

依
頼
を

受
け

て

参

加
し
た。

　

時
の

東
拓
総
裁
石

塚
英
蔵
は、

こ

の

調
査

結

果

に

基
づ

く

松
江
の

提
案
を

受
け

入

れ、

電
撃
的

手
回
し

に

よ

り
救
援

出
勤
の

具
体
化

に

と

り

か

か
っ

た
。

か

く
て、

同
年

十
一

月

二

十
九
日、

束
拓
の

全

面
協
力
の

も
と、

拓

殖
移
民
を

操
榜
し、

松

江

を
経

営
ト

ッ

ア

と

す
る

南

洋
興

発
株
式
会

社
の

創
立

を

み

る

に

至
っ

た。

時
に

松
江
は

四

十
五
巌
。

疲
れ

を

知
ら

ぬ

働
き
盛
り

。

こ

れ

ら

の

折

衝
に

奔

走

す
る
一

ゐ
で、

会

社
創
立
の
一

週

間
後
に

は

N 工工
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製
糖
プ

ラ

ン

ト

の

発

注

を

済
ま

せ
、

は

や

く

も
東
京
を
発
っ

て

サ

イ
パ

ン

島
へ

旅
立
っ

た
。

失
敗
に

も
め

げ

す
南

洋
糖
業
を

確
立

　

不

退
転
の

決
意

と

自
信
を
も
っ

て

取

り
組

ん

だ

サ

イ
パ

ン

製

糖
工

場
の

建
設
で
は

あ
っ

た

が
、

製
糖
プ

ラ
ン

ト

発
注
先
ド

イ

ツ

の

国

情
か

ら

来
る

着
荷
の

遅
延、

害

虫
の

蕃
衍、

異
常
旱
魃
等
に

よ

り
初
年

度
操
業
は

散
々

の

失
敗
に

終
っ

た
。

し

か
も
虎
の

子
の

製
品
は、

関
東
大
震
災
に

よ

り

東
京
の

倉
庫
で

そ

の

大

部
分
を

焼
失
す
る

と
い

う
悲
運
も

重
な
っ

た

が、

松
江
の

対
応
は

迅

速
だ
っ

た。

新
品
種

の

導
入、

害
虫
に

対
す
る

天
敵
の

輸
入、

私

財
を
な
げ
う
っ
て
の

資
金

の

調
達

等
は

と

も

か

く、

害
虫

根
絶
の

た
め、

大
量
の

原
料

甘

蔗
の

焼
却

処
分
を

命
じ

た

際
は、

松

江

も
気

が

狂
っ

た

と

疑
わ

れ

る
決

断
で

あ
っ

た
。

こ

の

状
態
は

第
二

年

度
に

も

尾
を
引

き、

松
江

に

対
す
る

非
難
は
激
し
く、

内

地
政

財

界
に

は

南
洋

群
島
放
棄
論
さ

え

再
燃
す
る

に

至
っ

た

が、

松
江
の

不

屈
不
撓
の

信

念
は、

や

が

て

こ

れ

ら
の

試
練
を

克
服
し、

第
三

年

度
以

降
輝
か
し
い

南
洋
糖
業
の

黎

明
期
を

迎

え

る

こ

と

と

な

る
。

　

特
に

昭

和

五

年、
　｝

六
九
五

年
以

降

二

世

紀
余
に

わ

た

り、

は

と
ん

ど

無

人
の

ま

ま

放

置

さ

れ

て
い

た

テ

ニ

ア

ン

島
に

建
設

し

た

製

糖
工

場
は、

後
に

東
洋
屈

指
の

大
工

場

と

な

り、

そ
の

原

料
供
給
源
と
し
て

同
島
は

隈

な

く

開
拓
さ
れ
、

文
字
ど
お

り

南
興
の

島
を

築

山

本
五

十
六

と

松
江
春
次

　
米
内

光
政
海
相

と

と
も
に、

日

独

伊
三

国
同
盟
に

反

対
し
つ

づ

け

た

海
軍
次

官
山
本
五

十
六

中
将
は、

連

合
艦

隊

司

令

長

官
に

親

補
さ
れ、

東

京
駅
を
発
っ

た

（
木

村
国
太
郎
氏

提
供
）

き
上
げ

た

結

果、

こ

の

両
島
で

生
産
さ

れ

た

砂
糖
・
酒

精
の

出
港
税
は

激
増
し、

昭
和

七

年

度
以
降
南

洋
庁
は
、

台
湾

総
督

府
に

次
い

で

財
政
の

独
立

を

確
立
す
る

に

至
っ

た。

　
　
太

平

洋
戦

争
で

施
設
を

失

う

　

以
後、

松
江
の

主

宰
す
る

南
洋
開
発
は、

マ

リ

ア

ナ

諸
島
に

お

け
る

製
糖
事

業
を

中
核

と
し
て、

漸
次、

水
産

、

鉱

業、

農
林、

交

易、

運
輪
と

事

業
の

輪
を

拡
け、

傍

系
企
業

二

〇

社
を

数
え

る

南
興
コ

ン

ツ
ェ

ル

ン

を
構

築
し、

五
万
に

近

い

人
口

を
抱

擁
し

て

内
南

洋
を
制

覇
す
る

に

至
っ

た

が、

不

幸
に

し
て、

そ
の

事

業
地
が

太
平

洋
戦
争
の

激
戦
地
と
な

り、

施
設
の

ほ

と

ん

ど

が

潰
滅、

ま

た

多
く

の

犠
牲

者
を

出
し
た

う

え、

戦

後
連
合
国
司

令
部
か

ら

企

業
の

閉

鎖
を
命
ぜ
ら
れ、

再
び

蘇
え

る

こ

と

は

な
か
っ

た
。

　
戦
後
の

松
江

は、

不

如
意
の

境

涯
に

あ
っ

て

も、

米
国
大
使
館
に

日

参
し
て

は、

ミ

ク

ロ

ネ
シ

ア

の

再
開
発

を

訴
え
る

な

ど、

開
拓

者

魂
の

衰
え

を

み

せ
な

か
っ
た
が、

時
の

利

あ
ら

ず、

昭
和
二

十
九

年

十
一

月

二

十

九
日

南
興

創
立
三

十
三
年
の

そ
の

日、

雄
心
波
瀾

七
十
八

年
の

生
涯
を
閉

じ
た

。

法

名
を
顕
光

院
殿

春
誉
南
洋
興
発

大

居
士
と
い

う
。

　
　
山
本
五

十
六

へ

平

和
を
訴
え

る

　
松
江
の

南
方
経
綸
に

か

け
た
熱
意

は、

昭

和
六
年

以
降
外

領
へ

の

平

和
的
進

出
に

も
み

ら
れ

る

が、

特
に

昭
和

九

年

か

ら

日

米
開
戦

の

ま

ぎ

わ

ま

で、

彼
が

画
期
的
と

も
い

え
る

蘭
領
（
オ

ラ

ン

ダ
領
）

ニ

ュ
ー

ギ
ニ

ア

経
営

論
を

掲
げ

て、

当
時

急
務
と

さ
れ

て

い

た

人

囗

問
題

解
決
の

手
段
と

し

て、

ま
た

迫

り
来

る

戦

争
の

危
機
を
回
避

す
る

た

め、

憂
国
の

至
情
を

吐

露
し
て

絶

叫
を

続

け

た

こ

と

は

『

太

平

洋

学

会
誌
』

第
二

四

号
に

詳
述

さ

れ

て

い

る
の

で、

こ

こ

で

は

割
愛
す
る

。

　
こ

こ

に

元

南
洋

興
人
の

保

存
す
る
一

枚
の

ス

ナ

ッ

プ

が

あ
る

。

時
は

昭
和

十
四

年
八

月

一
二

十
一

日、

場
所
は

東
京
駅
頭。

連
A
口

艦
隊

司
令
長
官
に

親
補
さ

れ

て
、

旗

艦
長

門
の

待

つ

和
歌
之
浦
に

向
う

山

本
五

十

六。
「

米
英
と

の

開
戦
は

何

と

か

避

け
ら
れ

る

よ

う、

こ

の

上
と

も
ご

尽

力
願
い

た

い
」

と

当

時
言
語
障

害
の

た

め

不

自
由
な

言
葉
で

訴

え

る

松
江

。

こ

れ

を
じ
っ

と
聞
い

て

い

る

山
本
五

十
六
の

真
剣
な

ま

な

ざ
し
は

ま

こ

と

に

印
象
的
で

あ

る
。

い

ま、

往
年
の

彼
を
か

え

り

み

る

と、

定
評
の

孝

行
息
子

で

あ

り、

秀
才

で

あ

り、

愛
国
の

士

で

あ

り、

開

拓
精

神
の

権
化
と

い

う
理

想

像
の

反

面
で、

口

ぐ
せ

の

「

馬
鹿
野

郎
」

は

側
近
を
悩

ま

せ、

ま

た

勅
選

議
員
を

志
向

す
る

と

い

っ

た、

結
搆

俗
気
も

強
い

明

治
の

気
骨

を
不

し
た

快

男
子
で

あ
っ

た
。
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